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概要

企画班

函館を盛り上げる IKABOイベントの企画をし、運営に携わっている。

北海道新幹線の開通セレモニーで IKABO11 号機を発表できるように、イベントを通して IKABO の知名度を上げることを目標としている。

＜当日のイベントスケジュール＞

ショー
1 回目

体感コーナー (Kinect、Processing 体験 )

パネル展示、グッズ販売

IT・IKABO カフェ

13:00 15 14:30 45 15:00 17:00

函館蔦屋書店イベント

成果・今後の展望

新しいイベントまでの流れ

IKABOの知名度を上げる
人が集まり、且つ継続的に

イベントを行える場所→ →→

Processing 体験

IKABOを制御しているプログ

ラミングを Processing によっ

てわかりやすく体感できる

コーナー。プロジェクトメン

バーによるサポートを受けな

がら学ぶことができる。

パネル展示、グッズ販売

IKABOに関連したパネル・グ

ッズ販売のコーナー。パネル

では IKABOの知識をつけても

らい、グッズを通じて IKABO

のことをより身近に感じても

らうことができる。

イベントを企画

イベント参加者は全体で 100 人を超え、多くの方々に IKABOについて知ってもらうことができた。参加者は家族連れの方々が多く、子供たちに IKABOについて触れても

らうことに成功した。しかし、今回のイベントでは学生や中高年の方々の参加が少なく、また宣伝不足によって IT・IKABO カフェへの参加者が集まらずイベントを中止し

てしまった。そこで来年度以降は幅広い年齢層の方々に参加したいと思って頂けるイベントを企画、宣伝し、函館蔦屋書店でのイベントを継続していくことによって、さ

らに IKABOを知ってもらう機会を増やしたい。

IKABOを通して IT 技術に触れてもらい、普段できない体験やグッズを持ち帰ってもらうことで IKABOを知ってもらう。

ショー
2 回目

IKABO ショー

IKABOの生い立ちや技術面を

IKABO本体を通して理解する

ことができるコーナー。実際

に IKABOの操作を行える。

Kinect 体験

Kinect を用いて直感的な体験

ができ、11 号機に搭載され

ている機能を知ってもらう

コーナー。画面の中の自分が

ヒーローに変身し、手や額

からビームやレーザーを出

す体験ができる。

函館蔦屋書店 → イベントの実施


